
松戸市スポーツ推進計画（概要）

本計画におけるスポーツとは
　野球やサッカーなど一定のルールに基づき競技として行うものに限定するものだけではな
く、身体を動かす事を意識して行う散歩や体操、レクリエーションなども含みます。
また、従来のスポーツに加えて、インディアカなどのニュースポーツ、ＢＭＸなどのアーバン
スポーツも含みます。

スポーツ推進の課題
課題①　市民のスポーツ推進

　特に、男女とも 30 歳代でのスポーツ実施率が低くなっており、仕事や家事、育児が忙しく、
時間がないことが理由として多く挙げられています。また、市民、子どもともに一定数の無関心
層がおり、そうした層に対する働きかけも求められます。
さらに、年齢や性別、障害の有無等にかかわらず、全ての人々がスポーツを通じて、地域社会と
の絆を深めることは、健康長寿社会の実現とともに共生社会の実現に向けて重要であり、国では
障害者スポーツの振興を重点施策に盛り込んでいることからも、障害者スポーツの推進も重要に
なります。

課題②　身近なスポーツ環境の整備

　松戸市の公共スポーツ施設の整備水準は低く、老朽化が進んでいる状況です。アーバンスポー
ツや地域のニーズを踏まえるとともに、中核施設、地域拠点施設、地域スポーツ施設は計画的な
環境整備が求められます。

課題③　人材・組織の育成、連携・協働

　スポーツ指導者やスポーツ推進を担う人材の育成を進めるとともに、学校の部活動との連携の
充実など、連携・協働を図ることで、市の抱える様々な資源を有効に活用していくことが必要に
なります。

課題④　スポーツを通じた連携・協働と東京2020大会レガシーの継承

　国の「第３期スポーツ基本計画」においてスポーツの枠を超えて異分野と積極的に連携・協働
することの必要性が指摘されていることからも、松戸市においても多様な主体の連携・協働によ
るスポーツの機会創出が求められます。
また、令和３年度に開催された東京 2020 大会と大会開催までの取組の成果をレガシーとして活
用していくことで、将来にわたり“やさシティまつど”の魅力を高めることが求められます。 

計画期間
　本計画の期間は、「松戸市総合計画」の期間に準じ、令和４年度 (2022 年）から
令和 11 年度 (2029 年）までの８年間とします。

数値目標
　松戸市民のスポーツ実施率※１は 51.9％となってお
り、半数以上の市民が週に１日以上何らかのスポーツに
取り組んでいる状況が伺えますが、国のスポーツ実施率
を下回る結果となっています。
　成人の週１回以上のスポーツ実施率を 65％とすること
を目標として、市民のスポーツ活動の活性化に向けた取
組を推進していきます。

本計画の位置づけ
　この計画は、「松戸市総合計画」、2030 年に向けた松戸市教育委員会の指針「学びの松戸モ
デル」との整合を図ると共に、その他の関連する行政部門の計画にも連携した内容とします。
また、スポーツ振興の目的を市民の健康増進や高齢者の生きがいづくりにとどまらず障害者の
社会参加などの視点からとらえることとします。

基本理念と施策の体系
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